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第 4 回 定例会第 4 回 定例会

4月1日から子どもの通院にかかる
医療費助成の対象範囲が小学4年生
まで拡大
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　平成26年第4回定例会（12月
議会）は、12月3日から12月
16日までの会期で開催されま
した。
　本定例会は、泉南市子ども総
合支援センターの設置などにつ
いて、活発な議論が交わされま
した。
　詳しくは掲載記事をご覧くだ
さい。
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自由民主党泉南クラブ

　新年明けましておめでとうございます。
　私ども、公明党議員団は、1．安心安全のまちづくり　2．教育について　3．福祉の向上等について日々活動を
進めています。
　防災力の強化に努め、地域力を高め、大震災に備えなければなりません。地域と連携を密に取り組んでまいりま
す。また、昨年は、ようやく中学3年生の教室に空調が設置されました。今後は2・1年生、小学校へと展開せねば
なりません。施設そのものの建て替えや大規模改修も課題です。福祉では、泉南市が全国的にも先進的に進めてい
る、認知症ケアをさらに進め超高齢化時代に対応します。今後とも、ご支援よろしくお願い致します。

日本共産党

◎堀口　武視 ○南　　良徳

未年に抱負　  を語る未年に抱負　  を語る

～各会派の抱負と会派構成～ ◎は幹事長、○は副幹事長（無所属含む）
◎は幹事長、○は副幹事長（無所属含む）

市・府・国が一本になる流れ
政治を創る

　新年明けましておめでとうご
ざいます。今年は何としても泉
南＆泉州の景気回復へ。また国
も地方創生に強化する年でもあ
り地域特長を盛り込んだ泉南地
域活性化・創生策を構築し明る
い活力のある市を目指していき
ます！

古谷　公俊

無所属（自由民主党）

　本年は未年であり未の様に落ち
着いて午の様に天高く羽ばたきた
いと思っています。私は泉南市が、
いつになっても泉州の中心であり、
リーダー的な存在であるべきだと
思っております。皆様の思いを泉
南市に伝えていきます。

　昨年は、市長選、衆議院選と2
回も大きな選挙がありました。今
年の泉南市は、新市長のもと、新
たな大きい課題に向けて動き出す
年であります。私は、より良い泉
南市、愛すべき泉南市を作る礎に
なりたいと思っております。不器
用ですが頑張ります。

松田　英世 梶本　茂躾

◎竹田　光良 ○澁谷　昌子 中尾　広城岡田　好子

公　明　党

○松本　雪美 成田　政彦

　新春あけましておめでとうございます。
　安倍政権がこれから進めようとしていることは、消費税10％、秘密保護法、集団的自衛権、沖縄新基地建設、原発再稼働
など国民多数の意思に背くものばかりです。日本共産党は国民の立場で対案を示し頑張ります。今、年金・医療・介護の改
悪で市民の暮らしは大変です。子ども・若者・高齢者・障害者も笑顔で安心して暮らせるために、市民との協働を広げ、福
祉・教育・医療の充実をしてまいります。老朽校舎の建て替え、小、中学校すべての教室にエアコン設置、子ども医療費
助成を中学卒業まで拡大、国保税・介護保険料の値上げをさせないなど市民の命と暮らしを守るため全力を尽くします。

　新年明けましておめでとうございます。
昨年は竹中市長の誕生で、今年はその行政手腕が問われる年でも
あります。今こそ議会と行政が一丸となって、遅れたインフラの
整備や社会保障の充実、防災対策等、次世代に安心して継げる活
力あるまちづくりに取り組まなければなりません。我々心政クラ
ブは、その先導役として全力を尽くして参ります。

拓進クラブ

2015年　新春
昨年の泉南市10大ニュースは何と言っても20年ぶりに新市長が誕
生した事だと思います。我が会派としましては竹中市長と共に二
元代表制のもとで市政の発展に努めます。
また本年は、市議会にとりましても「議会基本条例」の制定を実
現する大切な年となります。未年である今年、「未来」を創造し
た“まち”泉南をめざします。

無  所  属

各議員から提出された原稿をそのまま掲載しています。

各議員から提出された原稿をそのまま掲載しています。

無  所  属

大森　和夫◎和気　信子

○木下　豊和◎河部　　優

○谷　　展和◎田畑　　仁

心政クラブ
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　あ
い
あ
い
教
室
や
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
２
と

い
う
事
業
を
別
で
行
っ
て
お
り
、
リ

バ
ー
ス
ク
ー
ル
に
入
れ
な
か
っ
た
方
の

対
応
を
そ
こ
で
行
っ
て
い
る
が
、
受
付

期
間
を
過
ぎ
た
場
合
の
方
に
つ
い
て

も
、
一
定
の
対
応
を
考
え
て
い
く
。

賛
成
討
論
（
本
会
議
）

　旧
信
達
保
育
所
跡
に
知
的
障
害
・

肢
体
不
自
由
、
発
達
遅
滞
の
疑
い
あ

る
18
歳
ま
で
の
子
ど
も
を
受
け
入
れ

る
。
保
護
者
の
不
安
解
消
と
気
軽
に

相
談
で
き
る
施
設
と
し
て
「
子
ど
も

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
」
が
で
き
た
。

府
の
指
定
事
業
も
受
け
補
助
金
も
入

る
。
作
業
療
法
士
、
言
語
聴
覚
士
、

心
理
判
定
員
な
ど
常
駐
の
専
門
職
員

の
配
置
を
求
め
て
賛
成
。

議
案
第
18
号
原
案
可
決

議
案
第
11
号
原
案
可
決

議
案
第
17
号
原
案
可
決

■
平
成
26
年
度
大
阪
府
泉
南
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
5
号
）

（
主
な
内
容
）

　歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ

８
３
４
３
万
７
千
円
を
増
額
す
る
も

の
。　

▼
平
成
26
年
度
予
算
審
査
特
別
委
員
会

質
疑　　

　デ
リ
バ
リ
ー
方
式
の
給
食
は
、

冷
た
い
給
食
と
な
り
、
食
べ
た
く
な

い
と
い
う
生
徒
も
出
て
く
る
恐
れ
が

あ
る
の
で
は
？

　
　当
然
冷
却
し
て
運
搬
し
て
こ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
、
再
加
熱
と
い
う
形

で
の
工
夫
も
で
き
る
よ
う
手
法
を
検
討

し
て
お
り
、
食
べ
て
も
ら
え
る
給
食
を

提
供
し
て
い
き
た
い
。

賛
成
討
論
（
本
会
議
）

　中
学
校
給
食
に
つ
い
て
は
①
子
ど
も

達
を
第
一
に
食
育
、
地
産
地
消
、
美
味

し
く
て
、
温
か
く
衛
生
的
で
栄
養
な
ど

を
き
ち
ん
と
管
理
す
る
体
制
が
教
育
委

員
会
に
求
め
ら
れ
る
。
②
デ
リ
バ
リ
ー

給
食
で
は
、
自
校
方
式
、
セ
ン
タ
ー
方

式
よ
り
劣
っ
て
お
り
注
意
す
べ
き
だ
。

答 問

答 問

答問 ■
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　
　
　

（
主
な
内
容
）

　（仮
称
）泉
南
阪
南
共
立
火
葬
場
建
設

予
定
地
用
地
の
取
得
に
つ
い
て
、
信
達

郷
共
有
林
野
組
合
と
仮
契
約
を
締
結
し

た
も
の
。

　
▼
厚
生
文
教
常
任
委
員
会
質
疑

　　
　火
葬
場
建
設
の
進
捗
状
況
は
？

　
　用
地
取
得
に
つ
い
て
、
遅
れ
が

生
じ
た
た
め
、
以
前
に
示
し
た
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
よ
り
も
約
１
年
遅
れ
て
い

る
。

賛
成
討
論
（
本
会
議
）

　当
初
計
画
の
阪
南
市
と
共
同
で
す
る

と
し
て
、
市
の
負
担
が
安
く
な
る
と
説

明
し
て
い
た
が
、
現
状
で
は
16
億
34
万

円
の
計
画
よ
り
ふ
く
ら
む
可
能
性
が
あ

る
。
火
葬
場
建
設
に
つ
い
て
は
ム
ダ
を

は
ぶ
き
、
議
会
、
市
民
に
き
ち
ん
と
説

明
し
、
オ
ー
プ
ン
で
明
朗
な
火
葬
場
建

設
を
進
め
る
べ
き
と
の
意
見
を
付
し
て

賛
成
。

　

議
案
第
26
号
原
案
可
決

■
泉
南
市
乳
幼
児
等
医
療
費
の
助
成
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　
　

■
泉
南
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

（
主
な
内
容
）

　出
産
育
児
一
時
金
を
39
万
円
か
ら
40

万
４
千
円
に
改
め
、
産
科
医
療
補
償
制

度
掛
金
相
当
加
算
額
３
万
円
を
１
万
６

千
円
に
改
め
る
も
の
。

　　
　市
民
の
出
産
時
に
お
け
る
産
院

は
全
て
産
科
医
療
補
償
制
度
に
加
入

し
て
い
る
の
か
？

　
　平
成
26
年
５
月
末
現
在
で
産
科

医
療
補
償
制
度
へ
の
加
入
率
は
、
病

院
と
助
産
所
が
１
０
０
％
、
診
療
所

答 答問

が
99
・
６
％
で
あ
る
。

　※
討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
て
替
え
を
優
先
す

べ
き
と
の
意
見
を
付
し
て
賛
成
。

（
主
な
内
容
）

　平
成
27
年
4
月
1
日
か
ら
子
ど
も
の

通
院
に
係
る
医
療
費
助
成
の
対
象
範
囲

を
小
学
校
就
学
前
か
ら
小
学
４
年
生
ま

で
拡
大
さ
れ
る
も
の
。

　
▼
厚
生
文
教
常
任
委
員
会
質
疑

　　
　医
療
費
助
成
の
対
象
範
囲
を
小

学
4
年
生
ま
で
拡
大
す
る
こ
と
に
よ

り
か
か
る
費
用
及
び
そ
の
財
源
は
？

　
　１
学
年
の
平
均
が
約
１
２
０
０

万
円
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
試
算
が
約

４
９
０
０
万
円
で
あ
る
。
ま
た
、
財

源
に
つ
い
て
は
、
未
確
定
な
部
分
も

あ
る
が
、
新
子
育
て
支
援
交
付
金
と

し
て
約
１
５
０
０
万
円
程
度
と
試
算

し
て
い
る
。

賛
成
討
論
（
本
会
議
）

　少
子
化
時
代
に
生
ま
れ
た
子
ど
も

は
、
み
ん
な
元
気
に
育
つ
よ
う
に
と
祈

り
、
平
成
６
年
に
「
乳
幼
児
の
医
療
費

無
料
化
を
求
め
る
」
請
願
署
名
が
採
択

さ
れ
た
。
平
成
７
年
４
月
に
０
・
１
歳

（
入
・
通
院
）
の
無
料
化
実
施
。
平
成

27
年
度
か
ら
乳
幼
児
医
療
費
助
成
を
小

学
校
４
年
生
ま
で
実
施
す
る
条
例
が
可

決
後
、
さ
ら
に
、
中
学
３
年
生
ま
で
早

急
に
実
施
を
求
め
て
賛
成
。

■
調
停
の
申
立
て
に
つ
い
て

（
主
な
内
容
）

　泉
南
市
樽
井
地
区
財
産
区
が
所
有
す

る
土
地
の
一
部
を
建
物
に
よ
り
長
期
間

占
有
し
て
い
る
相
手
方
に
対
し
、
そ
の

占
有
状
況
を
確
認
す
る
た
め
、
樽
井
地

区
財
産
区
が
所
有
す
る
土
地
と
そ
の
隣

接
す
る
相
手
方
の
土
地
と
の
境
界
を
確

定
さ
せ
る
も
の
。

　
▼
総
務
産
業
常
任
委
員
会
質
疑

　　
　境
界
確
定
に
よ
り
、
ど
ち
ら
か

に
有
利
と
か
不
利
と
い
う
こ
と
は
な

い
の
か
？

　
　財
産
区
の
土
地
と
相
手
方
の
土

地
が
あ
っ
て
、
公
簿
上
の
面
積
は
双

方
わ
か
っ
て
い
る
が
、
現
場
を
見
る

と
公
図
の
ど
の
位
置
に
あ
た
る
の
か

が
わ
か
ら
な
い
状
況
で
あ
る
為
確
定

す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
ど
こ
の
線
を

決
め
る
か
ら
有
利
と
か
不
利
と
い
う

こ
と
は
な
く
、
話
し
合
い
の
第
一
歩

に
な
る
と
考
え
る
。

　平
成
26
年
第
4
回
定
例
会
（
12
月
議
会
）
は
、
12
月
3
日
か
ら
12
月
16
日

ま
で
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　本
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
議
案
の
中
か
ら
、
主
な
質
疑
、
討
論
を
要
約
し

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

答 問 議
案
第
5
号
原
案
可
決

議
案
第
9
号
原
案
可
決

議
案
第
7
号
原
案
可
決

■
一
般
職
の
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

（
主
な
内
容
）

　年
末
年
始
及
び
休
日
に
出
さ
れ
た
ご

み
収
集
に
従
事
す
る
職
員
に
対
し
て
支

給
し
て
い
た
特
別
収
集
手
当
を
廃
止
す

る
も
の
。
ま
た
、
平
成
25
年
度
の
泉
州

南
消
防
組
合
の
設
立
に
伴
い
、
消
防
職

員
を
対
象
と
し
て
い
た
手
当
の
必
要
性

が
無
く
な
っ
た
た
め
、
規
定
の
整
理
を

行
う
も
の
。

　
▼
総
務
産
業
常
任
委
員
会
質
疑

　　
　特
別
収
集
手
当
の
日
額
2
5
0
0

円
を
廃
止
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
廃

止
さ
れ
る
対
象
の
日
数
及
び
人
数
と

そ
の
総
額
は
？

　
　平
成
27
年
度
支
給
し
た
場
合
の

想
定
で
は
、
対
象
日
が
20
日
間
、
対

象
人
数
は
34
人
、
総
額
は
１
７
０
万

答 問

答 問

問

■
泉
南
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び

特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
利
用
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　
　

（
主
な
内
容
）

　子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
へ
の

移
行
に
伴
い
、
本
市
に
お
い
て
利
用
の

手
続
と
利
用
者
負
担
額
を
定
め
る
も

の
。　

▼
厚
生
文
教
常
任
委
員
会
質
疑

　　
　2
号
認
定
及
び
3
号
認
定
の
標

準
時
間
と
短
時
間
の
内
容
と
そ
れ
ぞ

れ
の
保
育
料
は
？

　
　標
準
時
間
に
つ
い
て
は
従
来
と

同
様
11
時
間
以
内
と
な
っ
て
お
り
、

今
回
新
た
に
設
定
さ
れ
た
短
時
間
に

つ
い
て
は
８
時
間
以
内
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
保
育
料
に
つ
い
て
は
標

準
時
間
は
現
行
の
ま
ま
で
あ
り
、
短

議
案
第
10
号
原
案
可
決

■
泉
南
市
子
ど
も
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　（主
な
内
容
）

　発
達
障
害
等
を
有
す
る
た
め
に
学
校

生
活
そ
の
他
の
日
常
生
活
に
課
題
の
あ

る
子
ど
も
と
そ
の
家
族
に
対
し
、
子
育

て
の
支
援
に
資
す
る
事
業
を
総
合
的
に

行
い
、
子
ど
も
が
健
や
か
に
生
ま
れ
育

つ
環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
の
拠

点
と
し
て
子
ど
も
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

を
設
置
す
る
も
の
。

▼
厚
生
文
教
常
任
委
員
会
質
疑

　　
　リ
バ
ー
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て
、
定

員
30
名
を
超
え
た
場
合
は
ど
う
す
る
の

か
？

（4）

第
4
回
定
例
会

円
で
あ
る
。

反
対
討
論
（
本
会
議
）

　特
別
収
集
手
当
は
年
末
年
始
、
休
日

に
出
る
ご
み
の
収
集
量
の
増
加
に
よ
る

職
員
の
労
働
負
担
に
係
る
手
当
て
で
あ

る
。
市
民
の
協
力
で
ご
み
収
集
率
は
減

量
化
し
て
き
て
い
る
が
通
常
の
減
量
に

は
至
っ
て
い
な
い
。
行
革
の
一
貫
と
し

て
削
減
で
は
な
く
労
働
条
件
を
良
く
す

る
こ
と
が
先
決
で
あ
る
こ
と
か
ら
手
立

て
の
な
い
廃
止
に
反
対
。

時
間
に
つ
い
て
は
、
標
準
時
間
に
対

す
る
11
分
の
８
と
い
う
設
定
を
し
て

い
る
。

反
対
討
論
（
本
会
議
）

　幼
稚
園
と
保
育
所
は
、「
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
制
度
」
に
移
行
さ
れ
、

手
続
き
、
利
用
料
が
変
わ
り
、
保
育

所
は
来
年
か
ら
「
認
定
こ
ど
も
園
」

と
な
る
が
、
保
育
料
は
ほ
ぼ
同
じ
。

幼
稚
園
は
、
市
民
税
納
税
額
で
格
差

を
つ
け
、
母
子
家
庭
な
ど
の
減
免
措

置
が
あ
る
。
3
年
間
の
経
過
措
置

後
、
年
間
収
入
2
7
0
万
円
以
上
の

保
育
料
は
必
ず
上
が
る
と
反
対
。

※
討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
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　あ
い
あ
い
教
室
や
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
２
と

い
う
事
業
を
別
で
行
っ
て
お
り
、
リ

バ
ー
ス
ク
ー
ル
に
入
れ
な
か
っ
た
方
の

対
応
を
そ
こ
で
行
っ
て
い
る
が
、
受
付

期
間
を
過
ぎ
た
場
合
の
方
に
つ
い
て

も
、
一
定
の
対
応
を
考
え
て
い
く
。

賛
成
討
論
（
本
会
議
）

　旧
信
達
保
育
所
跡
に
知
的
障
害
・

肢
体
不
自
由
、
発
達
遅
滞
の
疑
い
あ

る
18
歳
ま
で
の
子
ど
も
を
受
け
入
れ

る
。
保
護
者
の
不
安
解
消
と
気
軽
に

相
談
で
き
る
施
設
と
し
て
「
子
ど
も

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
」
が
で
き
た
。

府
の
指
定
事
業
も
受
け
補
助
金
も
入

る
。
作
業
療
法
士
、
言
語
聴
覚
士
、

心
理
判
定
員
な
ど
常
駐
の
専
門
職
員

の
配
置
を
求
め
て
賛
成
。

議
案
第
18
号
原
案
可
決

議
案
第
11
号
原
案
可
決

議
案
第
17
号
原
案
可
決

■
平
成
26
年
度
大
阪
府
泉
南
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
5
号
）

（
主
な
内
容
）

　歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ

８
３
４
３
万
７
千
円
を
増
額
す
る
も

の
。　

▼
平
成
26
年
度
予
算
審
査
特
別
委
員
会

質
疑　　

　デ
リ
バ
リ
ー
方
式
の
給
食
は
、

冷
た
い
給
食
と
な
り
、
食
べ
た
く
な

い
と
い
う
生
徒
も
出
て
く
る
恐
れ
が

あ
る
の
で
は
？

　
　当
然
冷
却
し
て
運
搬
し
て
こ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
、
再
加
熱
と
い
う
形

で
の
工
夫
も
で
き
る
よ
う
手
法
を
検
討

し
て
お
り
、
食
べ
て
も
ら
え
る
給
食
を

提
供
し
て
い
き
た
い
。

賛
成
討
論
（
本
会
議
）

　中
学
校
給
食
に
つ
い
て
は
①
子
ど
も

達
を
第
一
に
食
育
、
地
産
地
消
、
美
味

し
く
て
、
温
か
く
衛
生
的
で
栄
養
な
ど

を
き
ち
ん
と
管
理
す
る
体
制
が
教
育
委

員
会
に
求
め
ら
れ
る
。
②
デ
リ
バ
リ
ー

給
食
で
は
、
自
校
方
式
、
セ
ン
タ
ー
方

式
よ
り
劣
っ
て
お
り
注
意
す
べ
き
だ
。

答 問

答 問

答問 ■
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　
　
　

（
主
な
内
容
）

　（仮
称
）泉
南
阪
南
共
立
火
葬
場
建
設

予
定
地
用
地
の
取
得
に
つ
い
て
、
信
達

郷
共
有
林
野
組
合
と
仮
契
約
を
締
結
し

た
も
の
。

　
▼
厚
生
文
教
常
任
委
員
会
質
疑

　　
　火
葬
場
建
設
の
進
捗
状
況
は
？

　
　用
地
取
得
に
つ
い
て
、
遅
れ
が

生
じ
た
た
め
、
以
前
に
示
し
た
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
よ
り
も
約
１
年
遅
れ
て
い

る
。

賛
成
討
論
（
本
会
議
）

　当
初
計
画
の
阪
南
市
と
共
同
で
す
る

と
し
て
、
市
の
負
担
が
安
く
な
る
と
説

明
し
て
い
た
が
、
現
状
で
は
16
億
34
万

円
の
計
画
よ
り
ふ
く
ら
む
可
能
性
が
あ

る
。
火
葬
場
建
設
に
つ
い
て
は
ム
ダ
を

は
ぶ
き
、
議
会
、
市
民
に
き
ち
ん
と
説

明
し
、
オ
ー
プ
ン
で
明
朗
な
火
葬
場
建

設
を
進
め
る
べ
き
と
の
意
見
を
付
し
て

賛
成
。

　

議
案
第
26
号
原
案
可
決

■
泉
南
市
乳
幼
児
等
医
療
費
の
助
成
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　
　

■
泉
南
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

（
主
な
内
容
）

　出
産
育
児
一
時
金
を
39
万
円
か
ら
40

万
４
千
円
に
改
め
、
産
科
医
療
補
償
制

度
掛
金
相
当
加
算
額
３
万
円
を
１
万
６

千
円
に
改
め
る
も
の
。

　　
　市
民
の
出
産
時
に
お
け
る
産
院

は
全
て
産
科
医
療
補
償
制
度
に
加
入

し
て
い
る
の
か
？

　
　平
成
26
年
５
月
末
現
在
で
産
科

医
療
補
償
制
度
へ
の
加
入
率
は
、
病

院
と
助
産
所
が
１
０
０
％
、
診
療
所

答 答問

が
99
・
６
％
で
あ
る
。

　※
討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
て
替
え
を
優
先
す

べ
き
と
の
意
見
を
付
し
て
賛
成
。

（
主
な
内
容
）

　平
成
27
年
4
月
1
日
か
ら
子
ど
も
の

通
院
に
係
る
医
療
費
助
成
の
対
象
範
囲

を
小
学
校
就
学
前
か
ら
小
学
４
年
生
ま

で
拡
大
さ
れ
る
も
の
。

　
▼
厚
生
文
教
常
任
委
員
会
質
疑

　　
　医
療
費
助
成
の
対
象
範
囲
を
小

学
4
年
生
ま
で
拡
大
す
る
こ
と
に
よ

り
か
か
る
費
用
及
び
そ
の
財
源
は
？

　
　１
学
年
の
平
均
が
約
１
２
０
０

万
円
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
試
算
が
約

４
９
０
０
万
円
で
あ
る
。
ま
た
、
財

源
に
つ
い
て
は
、
未
確
定
な
部
分
も

あ
る
が
、
新
子
育
て
支
援
交
付
金
と

し
て
約
１
５
０
０
万
円
程
度
と
試
算

し
て
い
る
。

賛
成
討
論
（
本
会
議
）

　少
子
化
時
代
に
生
ま
れ
た
子
ど
も

は
、
み
ん
な
元
気
に
育
つ
よ
う
に
と
祈

り
、
平
成
６
年
に
「
乳
幼
児
の
医
療
費

無
料
化
を
求
め
る
」
請
願
署
名
が
採
択

さ
れ
た
。
平
成
７
年
４
月
に
０
・
１
歳

（
入
・
通
院
）
の
無
料
化
実
施
。
平
成

27
年
度
か
ら
乳
幼
児
医
療
費
助
成
を
小

学
校
４
年
生
ま
で
実
施
す
る
条
例
が
可

決
後
、
さ
ら
に
、
中
学
３
年
生
ま
で
早

急
に
実
施
を
求
め
て
賛
成
。
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本会議のようすはインターネット中継で 泉南市議会中継

一般質問事項

１．教育 ①市長のマニフェストにおける各教育施策の
進捗状況 ②留守家庭児童会 ③青少年センターの今後 
2．障害者施策 ①視覚障害者、聴覚障害者の本市におけ
る問題点 3．まちづくり ①「花笑み・せんなんプロジェ
クト」の概要と現状 4．高齢者施策 ①（仮称）「市営グラ
ウンドゴルフ場」開設に向けて ②買い物困難者施策 
5．庁内環境 ①庁内ＢＧＭ放送 ②総合窓口開設よりも
休日開庁の高頻度化へ

中尾　広城
なか  お        ひろ  き

公明党

一般質問事項

一般質問事項

一般質問事項

１．安心と安全のまちづくりについて※定例会4度連続
質問※防犯カメラについて市の調査状況や他市との設
置の取り組みについて※泉南署と安全面で情報交換し
ているのか？　2．土地開発公社解散後の所有用地、ま
た用地の進捗状況は？砂川駅周辺（ＪＲ内用地利用）
について※車の混雑解消の取り組みについて　3．地域
防災計画について　4．ふるさと納税について※市の今
年度納税状況は？　5．住居表示について

1．和歌山市滝畑地区に計画の産業廃棄物最終処分場が
できたら山中川から男里川下流に浸透した汚染水が流
下し、自然環境が破壊される。住民の命の水の汚染、
府下唯一残された男里川干潟に住むハクセンシオマネ
キも危機。泉南市長からも中止を申し入れてほしい。
2．岡中朝日山住宅の裏山は宅造規制区域、太陽光発電
パネル設置のずさんな工事で8月、10月の台風の時60
ミリを超える雨量で開発地から土砂流で大被害あり。
市の責任で住民の安全・安心対策を求めた。

成田　政彦　
なり  た         まさ ひこ

日本共産党

　11月に市が出した第５次行財政計画は、泉南中学校
の建て替えしか入っておりません。依然として土地開
発公社等460億円の市の借金返済優先の計画となって
います。さらに、まちづくり計画でも、砂川・樫井線
など、大型公共事業が中心となっています。今、市民が
求めているのは、老朽化した小中学校給食センター建
て替えと、すべての公共施設のバリアフリー化です。

松本　雪美
まつもと        せつ  み

日本共産党

古谷　公俊
まさ とし

無所属（自由民主党）
ふる  や

　二元代表制で選ばれている、私たちの訴えが茶番で
あってはならないことを踏まえ、戦略なき観光政策に苦
言を呈し、全く戦略のない観光政策のレベルの低さを再
認識し、行政（担当課）が目を覚まし、私（市民）の声
を受け入れるまで徹底的にやることを示した。

インターネットで議会の生中継・録画中継が見られますインターネットで議会の生中継・録画中継が見られます

　泉南市議会では、ユーストリーム（生中継）とユーチューブ（録画映像）
による議会中継の配信を行っています。
　スマートフォンやタブレット型パソコンからもアクセスが可能です。
　市民の皆様のアクセスをお待ちしております。

（ホームページからのアクセス方法）　泉南市議会ウェブサイト→議会中継

一般質問事項

　12月定例会で３点について質問をしました。これは
質問があり、答弁を貰う、最終的に行政が質問者に約束
する事になります。今回は市長と私とでフランクなやり
とりを行ってみました。市長に質問ではなく課題を、そ
れに対して行政の長としての思いや考え方を述べてもら
うという方法です。・関空をどう活用するのか、産業観
光課が将来、多くの人に来てもらえるのか。

田畑　　仁
　　ひとし

自由民主党泉南クラブ
  た  ばた

一般質問事項

松田　英世
ひで  よ

無所属
まつ   だ

もら

岡田　好子
おか  だ        よし  こ

公明党

竹田　光良
たけ  だ         みつ よし

公明党

一般質問事項

1．こども医療費（通院分）助成の拡充実現　「小4
までの拡充を行う」市長答弁　2．小・中学校にエア
コンの設置を　特別教室は早急に　3．学校図書館へ
の図書館司書配置と蔵書の購入について　国の交付金
（1700万円）を使わないのは問題と追及　4．最高
裁・泉南アスベスト国賠訴訟の原告勝利の判決を受け
て被害者救済を求める　5．新家駅の駐輪場新設と歩
行者の安全対策について　6．アジア諸国との文化・
民間交流で観光業の発展を

本会議のようすはインターネット中継で 泉南市議会中継

一般質問事項

　今議会では大きく４項目について質問　1．教育行政
として ①閉校した鳴一小の跡地活用の問題 ②調整区
解消の取り組み状況　2．福祉行政として ①孤独死の
現状と対策について ②生活困窮者自立支援法に基づく
取り組み ③第６期高齢者計画の進捗状況　3．市内の
空き家・空き地問題の課題と対策 4．広域行政として
①広域行政の評価と課題 ②今後の広域行政の展開につ
いて

一般質問事項

一般質問事項

１．市立図書館について ①30周年を迎えてとこれか
らについて　イベントでの感想など ②図書館司書に
ついて　レファレンス業務は生かされているか 2．子
育て支援について ①子ども医療費・妊産婦健診の助
成拡充について 3．高齢者支援について ①難聴者に
ついて ②ベンチ設置について 4．男女平等参画につ
いて ①イクメンについて ②せんなん女性議会のその
後について質問させて頂きました。

　今定例会での私の一般質問は、1．行財政改革につ
いて。2．教育問題について。3．アスベスト問題に
ついて。4．地域包括ケアシステムについて、行政の
考え方を質しました。
　特に、行革では、厳しい財政状況の認識を共有し、
事務事業評価やファシリティマネジメントの推進で、
抜本的な行革を求めました。
　また、教育施設の空調設置について、中学校2・3
年生と小学校教室への展開を訴えました。

（6）

河部　　優　拓進クラブ
かわ   べ   まさる

　一般質問とは、教育、福祉、財政など市政全般に対し、
質問し、確認することで、毎定例会において、各議員１人
あたり１時間の質問をすることができます。
　12月定例会では、12名の議員が市政全般にわたる課題
や問題点について、一般質問を行いました。

　各議員から提出された原稿をそのまま掲載しています。
　掲載順位は質問順です。

１2人が市政を問う

12月議会

一 般 質 問

大森　和夫
おおもり　　  かず  お

日本共産党

一般質問事項一般質問事項

1．肺炎球菌ワクチン接種の個別通知について、モアレ
検査の継続と２次検査以降の取り組み 2．環境教育、防
災教育の充実と自転車通学の安全対策の強化 3．地方創
生については、特性を生かした創業の促進、子育ての環
境整備、外国人定住者支援について 4．防災について
は、集中豪雨に備え継続的な整備と歩道の夜間対策とし
てＬＥＤ化の促進について、質問しました。

1．男女平等参画プラン目標に向け女性管理職の登用
拡大と学校教育でも取り組みを大切に　2．「泉南市
民人権意識調査」の問題点を明らかにし調査はやめる
こと　3．子育て支援の拡充を！認定こども園の保育
基準を低下せず、保育料は値上げしないこと　4．第
6期の介護保険料基準予定額が546円アップだが準備
基金で値下げの努力を　5．避難所の案内板の設置と
防災マップを早急に　6．妊産婦健診の公費助成拡充
を求める。

松田　英世
まつ  だ         ひで  よ

無所属澁谷　昌子　
しぶ  や        まさ  こ

公明党和気　信子
わ　け

日本共産党
のぶ   こ



（7）

本会議のようすはインターネット中継で 泉南市議会中継

一般質問事項

１．教育 ①市長のマニフェストにおける各教育施策の
進捗状況 ②留守家庭児童会 ③青少年センターの今後 
2．障害者施策 ①視覚障害者、聴覚障害者の本市におけ
る問題点 3．まちづくり ①「花笑み・せんなんプロジェ
クト」の概要と現状 4．高齢者施策 ①（仮称）「市営グラ
ウンドゴルフ場」開設に向けて ②買い物困難者施策 
5．庁内環境 ①庁内ＢＧＭ放送 ②総合窓口開設よりも
休日開庁の高頻度化へ

中尾　広城
なか  お        ひろ  き

公明党

一般質問事項

一般質問事項

一般質問事項

１．安心と安全のまちづくりについて※定例会4度連続
質問※防犯カメラについて市の調査状況や他市との設
置の取り組みについて※泉南署と安全面で情報交換し
ているのか？　2．土地開発公社解散後の所有用地、ま
た用地の進捗状況は？砂川駅周辺（ＪＲ内用地利用）
について※車の混雑解消の取り組みについて　3．地域
防災計画について　4．ふるさと納税について※市の今
年度納税状況は？　5．住居表示について

1．和歌山市滝畑地区に計画の産業廃棄物最終処分場が
できたら山中川から男里川下流に浸透した汚染水が流
下し、自然環境が破壊される。住民の命の水の汚染、
府下唯一残された男里川干潟に住むハクセンシオマネ
キも危機。泉南市長からも中止を申し入れてほしい。
2．岡中朝日山住宅の裏山は宅造規制区域、太陽光発電
パネル設置のずさんな工事で8月、10月の台風の時60
ミリを超える雨量で開発地から土砂流で大被害あり。
市の責任で住民の安全・安心対策を求めた。

成田　政彦　
なり  た         まさ ひこ

日本共産党

　11月に市が出した第５次行財政計画は、泉南中学校
の建て替えしか入っておりません。依然として土地開
発公社等460億円の市の借金返済優先の計画となって
います。さらに、まちづくり計画でも、砂川・樫井線
など、大型公共事業が中心となっています。今、市民が
求めているのは、老朽化した小中学校給食センター建
て替えと、すべての公共施設のバリアフリー化です。

松本　雪美
まつもと        せつ  み

日本共産党

古谷　公俊
まさ とし

無所属（自由民主党）
ふる  や

　二元代表制で選ばれている、私たちの訴えが茶番で
あってはならないことを踏まえ、戦略なき観光政策に苦
言を呈し、全く戦略のない観光政策のレベルの低さを再
認識し、行政（担当課）が目を覚まし、私（市民）の声
を受け入れるまで徹底的にやることを示した。

インターネットで議会の生中継・録画中継が見られますインターネットで議会の生中継・録画中継が見られます

　泉南市議会では、ユーストリーム（生中継）とユーチューブ（録画映像）
による議会中継の配信を行っています。
　スマートフォンやタブレット型パソコンからもアクセスが可能です。
　市民の皆様のアクセスをお待ちしております。

（ホームページからのアクセス方法）　泉南市議会ウェブサイト→議会中継

一般質問事項

　12月定例会で３点について質問をしました。これは
質問があり、答弁を貰う、最終的に行政が質問者に約束
する事になります。今回は市長と私とでフランクなやり
とりを行ってみました。市長に質問ではなく課題を、そ
れに対して行政の長としての思いや考え方を述べてもら
うという方法です。・関空をどう活用するのか、産業観
光課が将来、多くの人に来てもらえるのか。

田畑　　仁
　　ひとし

自由民主党泉南クラブ
  た  ばた

一般質問事項

松田　英世
ひで  よ

無所属
まつ   だ

もら
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▲消防出初式（1月11日南部広域防災拠点にて）

第 4 回 定例会第 4 回 定例会

4月1日から子どもの通院にかかる
医療費助成の対象範囲が小学4年生
まで拡大
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　平成26年第4回定例会（12月
議会）は、12月3日から12月
16日までの会期で開催されま
した。
　本定例会は、泉南市子ども総
合支援センターの設置などにつ
いて、活発な議論が交わされま
した。
　詳しくは掲載記事をご覧くだ
さい。

□発行日　平成27年（2015年） 2 月 1 日　　□編集と発行　泉南市議会議会報編集委員会　泉南市樽井一丁目 1 番 1 号
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　電話 072-483-0008　FAX 072-484-2085
　市議会ホームページもご覧ください。　http://gikai.city.sennan.osaka.jp/
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議会だよりに対するご意見・ご感想をお
寄せください。
〒590-0592（住所不要）泉南市議会事務局
TEL 483-0008  FAX 484-2085
e-mail:gikai@city.sennan.lg.jp
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報告第１号 専決処分の承認を求めるについて（平成26年度大阪府泉南市一般会計補正予算（第4号））

議案賛否一覧議案賛否一覧議案賛否一覧

件　　　　　　　　　　　　　　　名 結　果議案番号

その他の議案結果その他の議案結果その他の議案結果

件　　　　　　　　　　　　　　　名 賛　　　　　　　　　否 結　果議案番号

泉南市公平委員会委員の選任について　（久卋　侚子氏）

泉南市農用地整備基金条例の廃止について

泉南市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例
の制定について

平成26年度大阪府泉南市樽井地区財産区会計補正予算
（第１号）

平成26年度大阪府泉南市国民健康保険事業特別会計補正
予算（第3号）

平成26年度大阪府泉南市介護保険事業特別会計補正予算
（第2号）

一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の
制定について

平成26年度大阪府泉南市国民健康保険事業特別会計補正
予算（第4号）

平成26年度大阪府泉南市一般会計補正予算（第5号）

財産の取得について

平成26年度大阪府泉南市一般会計補正予算（第6号）

人権擁護委員を推薦するための意見を求めるについて
　　　　　　　　　　　　　　　　　（古谷　美枝子氏）

人権擁護委員を推薦するための意見を求めるについて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平田　政美氏）

人権擁護委員を推薦するための意見を求めるについて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（上野　和子氏）

調停の申立てについて

泉南市附属機関に関する条例及び報酬及び費用弁償条例の
一部を改正する条例の制定について

泉南市市税賦課徴収条例の一部を改正する条例の制定について

泉南市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用
に関する条例の制定について

泉南市子ども総合支援センター条例の制定について

泉南市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定につ
いて

一般職の職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について

閉会中の継続調査について

平成26年度大阪府泉南市下水道事業特別会計補正予算
（第3号）

平成26年度大阪府泉南市介護保険事業特別会計補正予算
（第3号）
平成26年度大阪府泉南市後期高齢者医療事業特別会計補
正予算（第2号）

平成26年度泉南市水道事業会計補正予算（第3号）

平成26年度大阪府泉南市一般会計補正予算（第7号）

泉南市乳幼児等医療費の助成に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について

大阪・泉南アスベスト国家賠償請求訴訟の全面的解決を求
める意見書について

原 案 同 意

原 案 了 承

原 案 了 承

原 案 了 承

原 案 可 決

原 案 可 決

原 案 可 決

原 案 可 決

原 案 可 決

原 案 可 決

原 案 可 決

原 案 可 決

原 案 可 決

原 案 可 決

原 案 可 決

原 案 可 決

原 案 可 決

原 案 可 決

原 案 可 決

原 案 可 決

原 案 可 決

原 案 可 決

原 案 可 決

原 案 可 決

原 案 可 決

原 案 可 決

原 案 可 決

原 案 可 決

継 続 調 査

全　　会　　一　　致

全　　会　　一　　致

全　　会　　一　　致

全　　会　　一　　致

全　　会　　一　　致

全　　会　　一　　致

全　　会　　一　　致

全　　会　　一　　致

全　　会　　一　　致

全　　会　　一　　致

全　　会　　一　　致

全　　会　　一　　致

全　　会　　一　　致

全　　会　　一　　致

全　　会　　一　　致

全　　会　　一　　致

全　　会　　一　　致

全　　会　　一　　致

全　　会　　一　　致

全　　会　　一　　致

全　　会　　一　　致

全　　会　　一　　致

全　　会　　一　　致

全　　会　　一　　致

全　　会　　一　　致

泉南監報告第
16、17、18号

例月現金出納検査結果報告

原 案 了 承

報 告 済

議案第1号

議案第2号

議案第3号

議案第4号

議案第5号

議案第6号

議案第7号

議案第8号

議案第9号

議案第10号

議案第11号

議案第12号

議案第13号

議案第14号

議案第15号

議案第16号

議案第17号

議案第18号

議案第19号

議案第20号

議案第21号

議案第22号

議案第23号

議案第24号

議案第25号

議案第26号

議案第27号

議員提出議案
第8号

松田、古谷、谷、田畑、岡田、澁谷、梶本、河部、中尾、竹田、南、堀口

大森、和気、成田、松本
賛成 12
反対 4

松田、古谷、谷、田畑、岡田、澁谷、梶本、河部、中尾、竹田、南、堀口

大森、和気、成田、松本
賛成 12
反対 4

退席 堀口1

退席 堀口1
全　　会　　一　　致

退席 堀口1

退席 堀口1

退席 堀口1


